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№ A-27 

【様式２】 

部門名：カリキュラム・マネジメント実践部門 エントリー名：那須塩原市立南小学校 谷田恵一 平成３０年度中堅教員研修 

活動名：研修成果の伝達（学校行事の見直しと改善） 

解決すべき課題：本校の学校行事は、地域の特性や地域人材・地域施設などを活用したものが多く、児童自 

ら課題を見付けて主体的に取り組む活動が多い。反面、行事の準備や打合せに多くの時間が必要であり、行 

事を精選することが課題でもあった。さらに、教員の中には、形骸化されたこれまでの行事を見直すことに消極的 

な職員も多く、行事の見直し・改善につながらない現状もある。そこで今回の中堅教員研修で学んだカリキュラム 

評価(チェックリスト法)を活用し、学校行事の見直しと改善を図り、行事の精選を図れないかと考えた。さらに研 

修の成果であるカリキュラム・マネジメントの考え方やカリキュラム評価（チェックリスト法）の活用方法などについ 

て、パワーポイントに分かりやすくまとめ伝達講習・校内研修に活かそうと考えた。 

目標・方針：はじめに、カリキュラム・マネジメントの考え方やカリキュラム評価の必要性や有効性についてパワー

ポイントに分かりやすくまとめ地区の教務主任会で伝達講習を実施した。校内でも研修したことを「中堅教員研

修の成果」としてまとめ全職員に資料の配付を行った。さらにカリキュラム評価（チェックリスト法）の利点や使用

方法について校内研修を実施した。行事の見直しと改善については、ミニ研修や学校評価の機会を活用し、全

職員で話し合い行事の精選を図った。 

活動内容： 

〇カリキュラム・マネジメントの必要性や有効性、カリキュラム評価（チェックリスト法）について、パワーポイントに

わかりやすくまとめ地区の教務主任会で伝達講習を実施した。 

〇研修の成果を「中堅教員研修の成果」としてまとめ全職員に資料を配付した。 

〇校内研修で、行事の見直し・改善についてチェックリストを活用し実際にカリキュラム評価を行った。 

〇チェックリストを活用し学校評価を行い、全職員で行事の見直し・改善・精選を図った。 

活動の成果： 

〇地区の教務主任会では、カリキュラム・マネジメントの必要性・有効性について伝達することができた。学校評

価にカリキュラム評価（チェックリスト法）を取り入れ、データに基づいた評価をすることで行事そのものの良し悪し

を客観的に評価する大切さを伝えることができた。 

〇校内研修では、「運動会」「ワクワク強歩」についてチェックシートを活用してカリキュラム評価を行った。チェックシ

ートを使用することで評価の観点が明確になり、職員の立場や経験年数などに関係なく、データに基づいた客観

的な評価ができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

〇研修の成果をパワーポイントにまとめて伝達講習や校内研修を実施したり、「中堅教員研修の成果」として資

料にまとめたりすることは、自分自身の研修の振り返りやカリキュラム・マネジメントに対する考え方の深化にもつな

がった。 

〇チェックシートを活用したカリキュラム評価は、立場や経験年数に関係なく、データに基づいた振り返りや点検を

することができ、行事等を評価するには大変有効である。さらに、行事の良し悪しを客観的に評価できるので、

良い点はどこなのか、悪いのであればどこを改善すればいいのかも分かるようにしてくれるのがカリキュラム評価（チ

ェックリスト法）の良い点である。 

＜作成したパワーポイント＞ 

 

 

 
 

＜カリキュラム評価（チェックリスト法）の使用法について＞ 

 

 




